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研究成果の概要（和文）：因果関係を表す出来事列同士の類似度を評価するアルゴリズムの設計と実装を行い、
その成果をまとめた論文を国際会議WI-IATで発表した。
この成果を利用するために、過去の因果関係を類推的に利用して現代の因果関係を学べる学習環境を構築するた
めのデータセットの整備、クラスタリングや分類のアルゴリズムを実現し、国際論文誌IJDLやApplied Sciences
でその成果を発表した。
最後に、本成果を利用したチャットボットをTwitter上で実装し、学術的価値を議論した内容を論文としてまと
めたところ、DEIM2020優秀論文賞の受賞、データ工学研究専門委員会推薦論文として電子情報通信学会論文誌に
掲載された。

研究成果の概要（英文）：We designed and implemented an algorithm to evaluate the similarity between 
events representing causal relationships, and presented a paper summarizing the results at the 
international conference WI-IAT. In order to use the results, we developed a dataset to create a 
learning environment in which past causal relationships can be used analogously to learn modern 
causal relationships, implemented clustering and classification algorithms, and published the 
results in the international journal IJDL and Applied Sciences. Finally, we implemented a chatbot on
 Twitter that uses the results of this research so that anyone can use the results. In addition, a 
paper discussing the academic value of this chatbot was published in the Transactions of the 
Institute of Electronics, Information and Communication Engineers (IEICE) as a recommended paper by 
the Technical Committee on Data Engineering Research, and received the DEIM2020 runner-up for the 
best paper award.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歴史を学習することの意義は世界中で認められている。実際、多くの先進国では小学校から歴史を学ぶ授業が開
講されている。しかし、「歴史は繰り返す」という言葉があるように、過去の知見を現代で活用できる場面が多
く存在している。
本研究成果は、現代と過去の類似する因果関係を検索するアルゴリズムと、因果関係を検索した学習環境の実現
に向けた基盤となるデータセットや環境を実現した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年，歴史を単に暗記するのではなく，その知識を直ちに現代に活用・類推する能力（以降，歴
史的類推と呼ぶ）を促進することが重要だと考えられている．実際，多くの国で小学校から歴史
の科目が開講されていることや，日本の高等学校の歴史科目の学習指導要領に記載されている
こと，歴史的類推を促進するための枠組みの定義や歴史的類推を促進する授業設計に関する研
究が近年に盛んに行われていることから，その重要性は広く認識されている．現在の歴史学習は
過去の出来事を暗記し，将来，歴史的知識が必要な場面において適切なツールとともにその知識
を活用することを期待する方法が多い．しかし，近年の類推研究によると，学習内容の文脈や学
習者の状況を重視することが重要だと考えられている．すなわち，現在の暗記重視の歴史学習で
は将来的に類推できない可能性が高いので，学習者が得た知識を直ちに現代に類推することが
重要であり，どうすればその能力を育成できるのかが重要なテーマとなっている． 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では上述した近年の歴史学習の目標である歴史的類推を促進させるための学習環境を実
現することを目的とする．特に，単に一つ一つの出来事の類似性に着目するのではなく，「なぜ
そのような出来事が生じたのか」という因果関係の分析を通して，複数の出来事を対比させなが
ら学習できる環境を構築する．  
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では出来事を節，出来事間の類似度を重みに持つ辺によって二部グラフを構築し，二部グ
ラフ上での最大マッチング問題（WBM）を解くアルゴリズムを出来事向けに拡張する．本研究が
対象とするグラフは時系列に並べられた出来事であり，因果関係や相関関係を考慮する必要が
ある．しかし一般的な WBM は二部グラフ上での順序は考慮しないので，本研究では，図 3に示す
ように「マッチングした際の辺同士が交点を持たない」という制約を加えた上でマッチング数を
最大化する問題を解くように拡張する． 
 
 
 
４．研究成果 
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